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図書文化財課 

 

港区立郷土歴史館特別展示室の観覧料について 

 

審議内容 

港区立郷土歴史館特別展示室で開催する企画展「江戸の本－本からひもとく人

びとの営み－」の観覧料について、港区立郷土歴史館条例第六条別表の規定に基

づき定めます。 

 

１ 企画展名称等 

（１）名称 

「江戸の本－本からひもとく人びとの営み－」 

（２）開催期間 

  令和６年４月２７日（土）から令和６年６月３０日（日）まで 

（３）内容 

江戸時代は、出版を担う本屋が現れ、庶民に向けた本が出版され、本が庶

民にまで広まった時代でした。 

流通した本は多様で、当時の人びとの営みがうかがえます。 

郷土歴史館では、約 1,000 点の江戸時代の本を所蔵しており、このうち約

80 点を展示する予定です。 

郷土歴史館の収蔵資料の中から、江戸時代に刊行、筆写された、生きてい

く上で必要とされた知識や学問を身に付けるための本、全国の名所を伝える

本などを実物と解説用のパネルを用いて紹介します。 

 

２ 観覧料 

  企画展のみ観覧する場合  ：大人 ２００円 小中高校生 １００円 

常設展と同時に購入した場合：大人 ４００円 小中高校生 １００円 

※ 区内在住、在学の小中高校生、区内在住 65 歳以上の方、障害者の方及びその介助者

の観覧料は免除となります。また、学齢未満は無料となります。 

※ 団体料金は、港区立郷土歴史館条例別表の規定により、10 分の８となります。 
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参  考 

●観覧料一覧 

 大人 小中高校生 

一般 団体 一般 団体 

常設展 ３００円 ２４０円 １００円  ８０円 

企画展 ２００円 １６０円 １００円  ８０円 

常設展と企画展を同時に購入 
した場合のセット券 

４００円 ３２０円 １００円  ８０円 

 

●企画展の経費と観覧料について           

費 目 金  額 

展示造作費    ２６０，０００円 

印刷費・広告費 １５５，０００円 

職員人件費 ２０２，０００円 

清掃費・光熱水費 １０８，７６０円 

合計（A） ７２５，７６０円 

  

1 日当たり予定利用者数（B） ４０人 

開催日数（C） ６３日 

延べ予定利用者数（B）×（C）＝（D） ２，５２０人 

  

（A）÷（D） ２８８円 

  

※ 企画展の観覧料については、算出した一人当たりの額に百円未満の端数があ

るときは、その端数を切り捨てた額としています。 



参考資料１ 

 

「江戸の本－本からひもとく人びとの営み－」における展示予定の本 

東海道名所図会 

[とうかいどうめいしょずえ] 

寛政 9(1797)年 

康煕字典 

[こうきじてん]  

文久３(1863)年 

重訂解体新書 

[じゅうていかいたいしんしょ] 

 文政 9(1826)年 

雑兵物語 

[ぞうひょうものがたり]  

江戸時代（17 世紀頃） 



参考資料２ 

 

 

令和６年度郷土歴史館特別展・企画課展示予定 

 

 

展 示 名 称 開 催 期 間 展 示 内 容 

〈企画展〉 

江戸の本－本からひもと

く人びとの営み－ 

４月 27 日（土） 

～６月 30 日（日） 

 江戸時代は本が庶民にまで広まった時代でした。流通した本は

多様で、当時の人びとの営みがうかがえます。本展では当館の収

蔵資料の中から、江戸時代に刊行、筆写された本を紹介します。 

〈夏休み企画展〉 

発見！探検！江戸のまち

（仮） 

７月 20 日（土） 

～９月 29 日（日） 

「江戸切絵図」は江戸の町を分割して描いた地図で、さまざま

な情報が盛り込まれています。本展では色彩豊かな尾張屋板の切

絵図などから、江戸時代の港区域の様子を読み解きます。 

〈特別展〉 

激動する幕末維新の港区

－開国から攘夷、そして

次の時代へ－（仮） 

10 月 19 日（土） 

～12 月 15 日（日） 

 

幕末維新期の港区域は、当時の日本を揺るがした大事件の舞台と

なった重要な地の一つです。港区域と深い関係があり、日本の歴史

にも大きく影響を与えた諸事件を通じて、観覧者の歴史文化への理

解を深めます。 

〈企画展〉 

未来に伝えよう！みなと

遺産 

・新指定文化財展 

・昔のくらし展 

令和７年１月 11 日（土） 

    ～３月９日（日） 

地域の文化財と、その保存・保護についての理解と関心を深め

るため、令和６年度に指定された港区指定文化財を紹介します。 

 昔のくらし展では生活に関わる民具を展示し、使い方や道具の

移り変わりを大人にも子どもにも分かりやすく紹介します。 

 

  



参考資料２ 

 

 

令和５年度郷土歴史館特別展・企画課展示実績 

 

 

展 示 名 称 展 示 内 容 開 催 期 間 観 覧 人 数 

歴史館コレクション－

新収蔵資料展－ 

郷土歴史館が、平成２８年度から令和３年度まで

の６年間にわたり受け入れた寄贈資料のうち、民

具や文献資料など、未公開の資料を中心に紹介し

ます。 

令和５年４月２２日（土）～ 

６月２５日（日） 

２,２４２人 

港区たてものウォッ

チング～お寺や洋館

をたずねてみよう～ 

 

港区には明治・大正・昭和時代に建てられた和風・

洋風の住宅など様々な歴史的な建物があります。

現存する建物の紹介や解体されてしまった建物

の部材・家具類の展示を通して生活の変遷を紹介

します。 

令和５年７月１５日（土）～ 

９月１８日（月・祝） 

２,１２０人 

ある図案家の仕事～宮

中の染織デザイン～ 

区内に長年居住していた図案家の故中山冝一氏

が遺した図案帖『國華』に掲載されている図案、

下図、写生画等の資料を紹介します。 

令和５年１０月１４日（土）～ 

１２月１０日（日） 

 

４,６９０人 

未来に伝えよう！みな

と遺産 新指定文化財

展／昔のくらし展～食

の道具たち～ 

地域の文化財と、その保存・保護についての理解

と関心を深めるため、令和５年度に指定された港

区指定文化財を紹介します。 

令和６年１月１３日（土）～ 

３月１０日（日） 

 

開催中 

１,６７２人 

（２月 18 日現在） 

 


